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(54)【発明の名称】 動物の行動及び物品の移動観測装置

(57)【要約】        （修正有）
【課題】  本発明は、動物の運動量及び軌跡を正確に評
価し追跡することができる装置と物品の移動、消滅、追
加を正確に掌握出来る装置であって、構成の比較的簡単
な装置を提供することを目的とする。
【解決手段】  動物又は物品を収容することができる容
器３０，４０と、前記動物又は物品に取り付けたタグ
と、前記容器内に送受信可能領域が到達するように前記
容器に隣接して設けられた複数のリーダと、前記複数の
リーダからの信号を解析するデータ処理装置とを具備
し、前記タグと前記複数のリーダとの間で送受信される
個体識別番号を含むデータとデータを送受信することが
できたリーダの位置に基づいて容器内の動物又は物品の
軌跡を測定することができる観測装置１０によって解決
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  動物又は物品を収容することができる容
器と、
前記動物又は物品に取り付けられたＲＦＩＤタグと、
前記容器内に送受信可能領域が到達するように、前記容
器に隣接して設けられた複数のＲＦＩＤリーダと、
前記複数のＲＦＩＤリーダからの信号を解析するデータ
処理装置とを具備し、
前記ＲＦＩＤタグと前記複数のリーダとの間で送受信さ
れる動物又は物品の個体識別番号を含むデータとデータ
を送受信したＲＦＩＤリーダの位置に基づいて容器内の
動物又は物品の移動位置を測定することができる動物の
行動及び物品の移動観測装置。
【請求項２】  前記ＲＦＩＤタグからＲＦＩＤリーダが
受信した信号の分布から動物又は物品の移動軌跡を測定
することができる前記請求項１に記載の動物の行動及び
物品の移動観測装置。
【請求項３】  それぞれＲＦＩＤタグを有する複数の動
物又は物品の移動軌跡を同時に測定することができる前
記請求項１又は２のいずれかに記載の動物の行動及び物
品の移動観測装置。
【請求項４】  前記ＲＦＩＤタグは、前記動物の心拍、
体温、体液中の電解質濃度、体液中に溶解したガス濃
度、電位変化のうちのいずれか又は複数を測定して前記
ＲＦＩＤリーダに送信する機能を有することを特徴とす
る前記請求項１ないし３のいずれかに記載の動物の行動
及び物品の移動観測装置。
【請求項５】  前記ＲＦＩＤタグは、心拍データとして
所定時間内の心電変化におけるスパイク数を送信するも
のであることを特徴とする前記請求項１ないし４のいず
れかに動物の行動及び物品の移動観測装置。
【請求項６】  前記ＲＦＩＤタグは、前記物品の移動及
び消滅、追加のうちのいずれか又は複数を測定し前記Ｒ
ＦＩＤリーダに送信する機能を有することを特徴とする
前記請求項１ないし５のいずれかに記載の動物の行動及
び物品の移動観測装置。
【請求項７】  前記ＲＦＩＤタグは、前記物品の移動及
び消滅、追加のうちのいずれか又は複数を測定し物品の
移動情報や位置の変化、物品の消滅及び物品の追加情報
を前記請求項１ないし６のいずれかに記載の動物の行動
及び物品の移動観測装置。
【請求項８】  容器は各層が壁面付きの箱型からなる少
なくとも１層の階層構造を有し、壁面、床面、天井の各
部位のうちの少なくともいずれかに所定の分解能を得る
ために必要な数のＲＦＩＤのリーダーを配置したもので
あることを特徴とする前記請求項１ないし７のいずれか
に記載された動物の行動及び物品の移動観測装置。
【請求項９】  上下層に分割され、上下層間を動物又は
物品が移動することができる連通孔を有することを特徴
とする前記請求項１ないし８のいずれかに記載された行
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動又は移動観測装置用の容器。
【請求項１０】  外殻および、外殻の外部に少なくとも
一部が露出したセンサと、当該外殻に収容された集積回
路とアンテナとを有し、外部の非接触型ＲＦＩＤリーダ
からアンテナが受けた電磁波によってセンサと集積回路
とを駆動し、センサが測定した心拍、体温、体液中の電
解質濃度、体液中に溶解したガス濃度、電位変化のうち
のいずれか１つ又は複数を、当該ＲＦＩＤタグの識別符
号と共に前記ＲＦＩＤリーダに送信する埋め込み型のＲ
ＦＩＤタグ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、第１に、病理学や
薬理学等の基礎的な研究に関連して、実験動物への薬
効、実験動物の学習能力、記憶能力を試験するために、
実験動物の運動量及び軌跡の解析を行うための装置に関
する。特に、本発明は、単数又は複数の実験動物にＲＦ
ＩＤタグを埋め込み、当該ＲＦＩＤタグ（以下単に「タ
グ」と称する）と非接触型のＲＦＩＤリーダ（以下単に
「リーダ」と称する）との間でデータを授受することに
よって実験動物の行動を追跡する装置に関する。
【０００２】本発明は、第２に、家畜及び飼育管理され
ている動物の生体行動の解析、及び学習能力、記憶力を
調査するために、運動量及び軌跡の解析を行うための装
置に関する。本発明は、第３に、容器内に収容されてい
る物品に前記ＲＦＩＤタグを付けることで、移動、消
滅、追加を当該ＲＦＩＤタグの識別符号と共に前記ＲＦ
ＩＤリーダに送信し物品の移動、消滅、追加を自動監視
及び自動観測、自動解析及び自動集計業務を行うための
装置に関する。
【０００３】
【従来の技術】前記第１の技術分野においては、病理学
や薬理学等の基礎的な研究に関連して、実験動物への薬
効、実験動物の学習能力、記憶能力を試験するために、
実験動物の運動量及び軌跡を把握して解析することが行
われている。この目的のためには、例えばマウスに対す
る薬効調査を例にとって簡単に説明すると、調査対象薬
を投与したマウスを所定の大きさの箱の中に解放してそ
の行動、特に運動量、覚醒しているか寝ているか、ある
いは特徴行動の有無等を上から肉眼で観測する。マウス
の運動量や軌跡を定量化して評価するための試みとして
は、マウスの頭に染料をスプレーしてその動きをビデオ
カメラで撮影し、画像処理によって軌跡を算出する方法
や、動物容器の壁面に多数のレーザ光線照射装置と対応
する受光装置を設け、投影された実験動物の映像を常に
受光装置で観測して解析する方法等が提案されている。
【０００４】ビデオカメラの映像を解析する前者の方法
の場合には、映像の解析が複雑でしかも不正確な場合が
多いことが問題であった。また、受光装置に投影された
映像を使用する後者の方法の場合には、非常に大掛かり
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で高額な装置を必要としており、さらに頭部等特定の部
位に関心があっても特定部位の移動を測定することは困
難である等の問題があった。さらに、上記の方法を含め
て今まで提案されている装置は単独の実験動物の観測に
は適するが、複数の実験動物の行動を追跡するには極め
て不便であった。前述の発明の属する第２の技術分野に
おいては、ビデオカメラの映像を解析する方法が取られ
ているか、肉眼で観測する方法がもちいられている。こ
の方法は、解析に観測にかかった時間と同じ時間がかか
り、観測データの分析には多くの時間を費やすことにな
る。前述の発明の属する第３の技術分野においては、ビ
デオカメラの映像を解析する方法が取られているか、肉
眼で観測する方法がもちいられている。この方法は、解
析に観測にかかった時間と同じ時間がかかる。又、物品
の移動、消滅、追加においては、人手を使ってデータ処
理をしている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上記のような状況に鑑
み、本発明は、動物の運動量及び軌跡を正確に評価し追
跡することができる装置と物品の移動、消滅、追加を正
確に解析しデータ処理ができる装置であって、構成の比
較的簡単な装置を提供することを目的とする。本発明は
また、動物又は物品の行動及び移動パターンを評価する
ための容器であって、特定の方向性を有しない容器を提
供することを目的とする。本発明はさらに、動物又は物
品の移動追跡等に使用されるＲＦＩＤであって、識別機
能に加えて観測機能を有するＲＦＩＤを提供することを
目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の第１の側面によ
れば、上述した本発明の課題は、動物又は物品を収容す
ることができる容器と、前記動物の体内に埋め込まれる
タグと、前記動物又は物品の収納容器内に送受信可能領
域が到達するように前記容器に隣接して設けられた複数
のリーダと、前記複数のリーダからの信号を解析するデ
ータ処理装置とを具備し、前記タグと前記複数のリーダ
との間で送受信される個体識別番号を含むデータとデー
タを送受信したリーダの位置に基づいて容器内の動物又
は物品の移動軌跡を測定することができる行動及び移動
観測装置によって解決する。
【０００７】また、本発明の第２の側面によれば、上述
の課題は、外殻および、外殻の外部に少なくとも一部が
露出したセンサあるいは柔軟性を有する外殻に収容され
たセンサと、当該外殻に収容された集積回路とアンテナ
とを有し、外部の非接触型リーダからアンテナが受けた
電磁波によってセンサと集積回路とを駆動し、センサが
測定した心拍、体温、体液中の電解質濃度、体液中に溶
解したガス濃度、電位変化のうちのいずれか又は複数
を、当該タグの識別符号と共に前記リーダに送信する埋
め込み型のタグによって解決する。本発明の、上述した
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以外の解決課題、構成及び効果は以下に記載する発明の
実施の形態及び参照する添付図面を通じて明らかになる
はずである。
【０００８】
【発明の実施の形態】図１は、本発明に基づく動物の行
動又は物品の移動観測装置１０を示す斜視図である。動
物の行動又は物品の移動観測装置１０は、動物容器と図
示しない壁面、天板、底板によって構成される測定テー
ブルから構成される。測定テーブルには、複数のリーダ
と該リーダからの信号を解析するデータ処理装置とが収
容されている。本実施例の場合は、動物又は物品容器と
測定テーブルは別体であって分離可能であるが、これら
は一体構造であっても良い。また、本実施例では、測定
テーブルにデータ処理装置が収容されているが、データ
処理装置は、リーダからのデータを受信して解析するこ
とが可能であれば測定テーブルの外に設けられていても
よい。
【０００９】動物容器としては、図１に示されているよ
うに、実験観測の方法としては、仕切りの無い内部空間
に動物を１匹収容して自由に行動させその運動量や移動
の軌跡を観測する実験や、内部空間に複数の動物を解放
して動物相互の相対的な距離や各動物の運動量を測定す
る実験等が可能である。これらの観測を通じて、特定の
薬剤を投与した場合の動物の活性が受ける影響、立ち上
がる、うずくまる、壁を引っかく等の特定行動の有無を
観測することができる。また、同じ空間内に複数の動物
を入れることによって、攻撃性あるいは親和性の発現等
を観測することもできる。実験動物が示すこれらの行動
は、本発明にもとづく行動観測装置によって観測され、
視覚化及び数値化が行われる。
【００１０】物品容器としては、図１に示されるよう
に、内部空間に置かれた物品の移動、消滅、追加の観測
が可能で、物品の管理をすることができる。これらの管
理は、在庫管理、盗難予防、防犯通知等の装置と連動す
ることにより、システム化を可能としている。
【００１１】以下に、本発明に基づくＲＦＩＤを使用し
た観測の原理を簡単に説明する。ＲＦＩＤシステムは、
電波によって認識およびデータ授受を行うことを通じ
て、物体の発見と追尾をするシステムであり、一般に、
分析器またはリーダ、タグ（送受信器）と１台のコンピ
ュータまたは他のデータ処理システムから構成される。
 リーダは信号を送信し、ＲＦＩＤタグからの信号を受
信する。受信したデータは、一般にデータ処理装置のマ
イクロプロセッサーによりチェックとデコードが行わ
れ、必要であれば、メモリに保存される。リーダは信号
の送受信用のアンテナを具備しており、このアンテナは
リーダの電子機器と同じ筐体に収容することも、電子機
器部から離すこともできる。
【００１２】タグは、リーダとのデータ授受を行うため
のＩＣまたはシリコンチップを具備する。このチップに
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は、一般に認識コードや他のデータを保存するためのメ
モリのセクションがあり、このメモリの内容は、チップ
が動作状態になったときにリーダに送信される。タグは
アンテナと、通常はアドレス可能なメモリを具備する。
【００１３】リーダは、システムの使用周波数とアンテ
ナのサイズで決まる、ある放射可能領域に電磁波を放射
し、タグがこのゾーンを通過すると、そのタグはリーダ
からの信号を検出し、タグ内に記憶されたデータを送信
し、リーダに返す。このリーダが発信する信号はタグに
必要な電力を与えると同時に、通常タイミング情報が含
まれているために、タグから返されるデータはあらかじ
めリーダと同期がとれたものである。リーダはタグから
のデータを受信すると、データのデコードを行い、さら
に、そのデータが有効かどうかの決定をするサイクル・
リダンダンシー・チェック（ＣＲＣ）を実行し、データ
が有効であれば、コンピュータかコントローラに伝達す
る。
【００１４】電磁波は非金属の物質を透過するのデータ
グを直接接触させたり、リーダからタグが直視できる位
置である必要が無いために、タグは認識が必要な対象物
に、埋め込んだり、内部に隠すことが出来る。本実施例
の場合には、実験対象である動物の体内に、図３に示す
ような長さ１ｍｍ程度以下、幅が５０ミクロン程度以下
のタグ５０を埋め込む。タグ５０は、ＩＣ５６とアンテ
ナ５４を外殻５２の内部に収容しており、外殻５２の形
状は実験動物の体内に容易に注入できるよう先端の尖っ
た円筒状である。
【００１５】一方、容器は図２に示すように複数の領域
に分割してそれぞれに番地が付与されており、測定テー
ブルの内部の各番地に対応する位置にはリーダが、した
がって、番地の数だけのアンテナかリーダが設置されて
いる。それぞれのリーダは、容器の内部に向けて信号を
送信し、タグからの返信がもしあればこれを受信する。
各リーダとタグとの間でデータの授受が成立する領域は
リーダの周辺に限られているために、データ送受信の成
立に基づいてタグの位置を測定することが可能である。
また、２つ以上のリーダとの間にタグとのデータ通信が
成立した場合は、通信電磁波の強度に基づいてタグの位
置を算出することも可能である。
【００１６】最も単純な構成の場合には、本発明に基づ
くタグ５０は、リーダからの信号をアンテナ５４で受信
して、当該タグ５０に与えられたＩＤ番号を送信する。
このことによって、リーダ及びデータ処理装置はどの動
物又は物品がどの位置にいるかを算出することができ
る。
【００１７】タグ５０には、さらに、心電図、心拍、体
温、ナトリウム、カリウム、クロル等の電解質濃度、二
酸化炭素、酸素等の溶解ガス濃度を測定するためのセン
サを設けてこれらの値を測定してリーダに送信すること
も可能である。具体的なセンサの構造は、例えば、変形
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によって電気抵抗や容量が変化するセラミックを心拍セ
ンサとする、サーミスタを体温センサとする等種々の構
造が可能であるが、その他上記の測定を行うためのセン
サ自体は公知である。
【００１８】図４は、容器の第１の実施例を示すもので
ある。本発明が提案する動物容器３０は図２から明らか
なように、４箇所に個室３２１、３２２、３２３、３２
４を設けており、さらに出入り口を隣接した内部空間に
のみ開放した。この構成によって、動物容器３０は完全
に対称であり、実験動物がどの出入り口を通って個室に
進入しても全く同じ状況におかれることになる。このこ
とによって、実験観測結果に対してより普遍的な性格を
付与することが可能である。各出入り口に隣接して設け
た、３２１、３２２、３２３、３２４の小室は、たとえ
ば、あらかじめ別の個体（動物、物品）を収容しておく
ためのものであり、これによって他の個体が存在する環
境下における対象実験動物の行動を観測することができ
る。
【００１９】図５は、動物容器の第２の実施例を示すも
のである。従来の動物容器は１層であったが、本動物容
器４０はこれを２層構造とし、下層と上層との間を貫通
孔４２、４４を通って自由に移動可能にすることにより
実験動物の上下方向の走行性を観測することができる。
この点は、例えば、実験動物を利用して地磁気や重力と
の関係を調べて地震予知等に利用するような場合有用で
ある。
【００２０】また、本発明の変形例としては、前述のＲ
ＦＩＤを使用した観測装置にビデオカメラ、壁面あるい
は床面に設けた接触センサ、マイク等を併用し、動物又
は物品の状態及び移動をより多面的に観測することが考
えられる。さらに、これら追加の測定装置をＲＦＩＤと
連動させ、動物又は物品が動き始めたときにカメラをス
タートさせることや、動物又は物品がある番地だけにつ
いて追加センサを起動させる等の取り扱いも可能であ
る。
【００２１】図６以降の図面は、本発明にかかる観測装
置を用いて動物の行動を測定した結果を示すものであ
る。図６は、動物容器内に１匹の動物を入れた状態での
動物の軌跡を示す。図中には、軌跡と同時に、ビデオカ
メラの映像を参照して把握した脱糞、排尿等の特徴行動
も示されている。図６では頻繁に訪れた場所は軌跡の線
密度が濃くなることによって視覚的に理解することがで
きる。複数の動物を使用した実験結果について、各動物
が何時どの番地にいたかを示したグラフ、各番地ごとの
滞在時間、運動量の時刻歴を視覚化したものが図７であ
る。本発明による観測装置の測定結果を適宜編集解析す
ることでこれらの結果を得ることができる。
【００２２】以上の記載から明らかなように、本発明に
かかる観測装置によれば、動物の行動又は物品の移動を
正確にかつ大きな設備負担無しに観測測定することがで
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きる。また、本発明のＲＦＩＤタグを使用した場合に
は、対象実験動物の位置を把握するだけでなく、同時に
動物の心拍数、体温等のデータを非接触で測定すること
ができるので、薬理学的な実験等を行うのに便利であ
る。さらに、本発明の動物容器が有する対称性のため
に、容器内の幾何学的な位置関係とは独立した普遍的な
観測結果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  図１は、本発明に基づく動物の行動又は物品
の移動観測装置を示す斜視図である。
【図２】図２は、容器の番地付けを示す平面図である。
【図３】図３は、本発明に基づくＲＦＩＤタグの実施例
の構造を示す概念図である。
【図４】図４は、本発明に基づく動物容器の第１の実施*
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*例を示す平面図である。
【図５】図５は、本発明に基づく動物容器の第２の実施
例を示す平面図である。
【図６】図６は、本発明に基づく動物の行動又は物品の
移動観測装置を使用して観測した軌跡を図示した平面図
である。
【図７】図７は、本発明に基づく動物の行動又は物品の
移動観測装置を使用して観測した観測結果を編集解析し
て示した図である。
【符号の簡単な説明】
１０・・・・・・移動観測装置
３０、４０・・・動物容器
４２、４４・・・貫通孔
５０・・・・・・タグ

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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